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審査要旨 
  本学位請求論文は、植民地朝鮮出身の作家、金史良（一九一四年～一九五〇年）が日本語小説を書いて
いた時期（一九三三年～一九四三年）のほぼ十年間を対象に、生活史および表現史両面を三つの観点から
調査、研究したものである。まず、本論文の三つの観点とその主な成果についての概評からはいりたい。
第一は、日本滞在期間の足跡の丹念な掘り起こしである。とりわけ、東京帝大時代におけるハイネ研究
の意義、卒業論文タイトルの確定、作品が集中的に書かれた鎌倉の鉱泉旅館「米新亭」の実態など多くを
明らかにした。 
第二に、従来「光の中に」「天馬」など主要作品に偏り、かつ植民地政策への反発の観点から主に評価さ
れてきた日本語小説群を、同時代の文学状況（「昭和十年代文学」）の中で捉えようとしたことである。主
たる文学状況として、「外地ブーム」「文芸統制」「戦争ものの流行」などがあげられ、金史良文学への文壇
的な注目がこうした状況下でたかまったことが明らかにされた。 
第三に、金史良のダイグロシア（二言語使い分け）状態を見すえ、そこに独特な言語的葛藤と傾向を浮
び上がらせようとしたことである。ここに、金史良の日本語小説の生成過程が明らかになった。 
以上の三つの観点からの研究によって、「光の中に」などから「太白山脈」までの日本語小説群が詳細な
検討を加えられ再評価され、また、小説における朝鮮人のディアスポラ状態への注視、「在日朝鮮人作家」
主導の戦後の金史良評価史の意味づけなどがなされた。 
いずれも、従来の金史良研究では手薄であったり、欠落していたものであり、これらの成果は大いに評
価される。 
 
次に、四部構成の本学位請求論文を、第一部から順に概観したい。 
「第一部 金史良の日本体験とその文学――東京帝国大学時代から朝鮮への送還まで」は以下の三章か
らなる。「第一章 金史良の東京帝国時代――ドイツ文学、および『光の中に』とのかかわりを中心に」は、
学部入学から卒業までの軌跡を実証的に解明、卒業論文のハイネ論の検討から、日朝民族間の問題を「混
血児」をとおして追究した「光の中に」の意義までをたしかめている。「第二章 金史良の日本文壇デビュ
ーから『米新亭』時代まで」は、雑誌「文藝首都」同人になったいきさつから、「文藝春秋」進出までの活
動をまとめつつ、不発に終わった演劇・映画界への進出模索をたしかめ、さらに東京での居住地の特定、
鎌倉の旅館滞在の模様を現地で調査している。そして、「第三章 『虎の髭』から見る金史良の創作傾向分
析」では、従来の研究では言及されることがなかった作品「虎の髭」をとりあげ、そこでの苗字の呼び方
をめぐる葛藤の問題を、「光の中に」「光冥」との比較を通して解明している。 
 「第二部 金史良文学における『地方』／「植民地」認識の行方」は、以下の四章からなる。「第一章 戦
時期の『外地ブーム』と芥川賞の中の地方認識――『植民地』から『地方』への認識変貌をさぐって」で
は、昭和十年代における「内地文壇」の文芸統制、戦争文学の氾濫、「外地ブーム」をめぐるローカリティ
ー談義などを検討することで、金史良が活動した戦時期の文化的見取り図を提示している。「第二章 『光
の中に』における『啓蒙』と『贖罪意識』の亀裂」では、「南先生」と「春雄」の関係に焦点を当て、先生
の心理が恐怖から愛情へ、罪悪感から贖罪意識へと変る過程を明らかにしながら、先生の場所の移動と関
係付けて論じている。「第三章 『天馬』における『モデル問題』再考――昭和十四年前後の京城における
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『内鮮知識人』の行方」では、従来モデルとされてきた人物を検討し、複数のモデルが存在していること
を明らかにしている。「第四章 金史良の日本語小説における移住問題」では、日本語小説を「移住／離散」
という観点から捉えなおし、湯浅克衛の諸作品との比較を試みている。 
 「第三部 金史良の日本語小説における改作・翻訳過程研究」は、金史良の日本語小説の改作過程を、
異言語間（朝鮮語→日本語）の言語変換（翻訳、改作）において捉えた。「第一章 『土城廊』版本比較研
究――運命論的な世界観の行方」、「第二章 『草探し』における『異民族言語』の絶え間――『翻訳』さ
れた植民地奥地紀行」、「第三章 『山の神々』改作過程研究――作為としての『国民』の一人」、「第四章
『郷愁』における『東洋』と『世界』」の四章からなる。 
 「第四部 『植民地』から『亡命地』へ」は、金史良の日本語小説を「マイナー文学」（ガタリ）と規定し、「大東亜戦
争」前後の、「故郷・郷土物」と「ユートピア」への志向を示した「国策文学」、そして中国に脱出して書いた作品を分
析している。「第一章 『大東亜戦争』前後の金史良文学における『故郷』と『ユートピア』表象をめぐって」、「第二章
『記憶』と『記録』の再編成をめぐって」、「第三章 金史良文学と『在日朝鮮人文学』」の三章からなる。 
 
  ここに集められた多くの論文は、すでに日本の研究誌（査読誌を含む）および韓国の研究誌（査読誌を含む）に
発表され、高い評価を得ている。こうしてまとめられたことで、よりいっそう意義深いものになったといえよう。 
それを認めたうえで、今後論じねばならぬ問題も少なからずある。金史良文学全体の再評価をどういう方向で行
っていくか、その再評価の中で「日本語小説期」をどう位置づけるのか。解放後の作品をどう捉えるのか。こうした大
きな問題に加え、佐賀高等学校時代の位置づけや、昭和十年代文学状況のいっそうの分析、最新の文献、資料
への言及、また小説偏重であることの是正（詩やエッセイの検討）、やや評論的で不分明なタイトルの修正などが求
められよう。そして、金史良文学が、他の植民地出身作家の文学とどう関係するのか、も重要な検討課題である。 
  こうした検討課題が明確になるのは、本学位請求論文の本質的な欠陥ではない。達成が明らかなゆえに、さら
に豊かな成果が求められるのである。郭炯徳氏の調査能力、日本語能力はきわめて高く、そして、現在の文学・
文化研究の状況とその理論的背景への理解も優れている。一年半のコロンビア大学の留学は、研究方法の
問い直し、新たな関心に役立っている。 
本学位請求論文は、現在日韓で同時進行中の金史良研究の更なる進展に大いに寄与するはずである。 
 以上の点から、審査委員一同、本学位請求論文が、「博士（文学）」を授与するに十分値するとの結論
に達した。ここに報告する次第である。 
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